
－「分析支援プログラム」を活用した効果的な取組事例（小学校）－ 

【羽生市教育委員会】 

 

 

１ 平成２３年度の埼玉県小学校学習状況調査結果（設問別結果２２問中、正答率の顕著な問題のみ抽出） 

【観点別結果】 

 

 

《 評価の観点 》１：国語への関心・意欲･態度  ２：話す・聞く能力 

         ３：書く能力          ４：読む能力 

         ５：言語についての知識･理解･技能 

   

                         

 

評 価 の 観 点 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

観点別結果   

埼玉県観点別正答率 

○○小観点別正答率 
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※ 埼玉県との比較 －４.３ －０.９ －７.５ －６.４   ０.７ 

 

問題 指導

要領 

出題のねらい 評価の観点 埼玉県 

正答率 

羽生市 

正答率 

○○小 

正答率 １  ２  ３  ４  ５  

2-(1) 

 

Ｃ

ウ 

場面の情景を叙述を基に読むこと

ができる。          

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

８４.７ 

 

７９.５ 

 

７８.３ 

-6.4 

2-(2) 

 

Ｃ
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登場人物の気持ちを叙述を基に読

み取ることができる。     
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７４.７ 

 

６６.３ 
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-11.7 

2-(4) 
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叙述を基に場面の様子を想像しな

がら読むことができる。    
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６３.４ 
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-11.2 

3-(1) 

 

Ｃ
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文章の内容を的確に読むことがで 

きる。             

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

７０.３ 

 

６５.９ 

 

６３.０ 

-7.3 

3-(3) 

 

Ｃ
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段落の内容を的確に読み取ること

ができる。          
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７７.７ 

 

６８.８ 

 

７１.７ 

-6.0 

3-(4) 

 

Ｃ
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文章の要点を読み取ることができ 

る。              
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５８.７ 

 

５６.２ 

 

５４.３ 

-4.4 

 

２ 分析支援プログラムの「関連探索」を活用した相関係数が高い探索項目抽出による児童の実態把握 

(１)  探索項目「国語・観点・関意態」と質問紙項目の場合(相関係数が高い順に表示) 

①  自分の言うことをまわりの人は分かってくれる。 

  ② 学校のきまりを守っている。 

  ③ 学校に持っていくものを、前日か、その日の朝に確かめる。 

(２)  探索項目「国語・観点・読む」と質問紙項目の場合(相関係数が高い順に表示) 

  ① 自分の言うことをまわりの人は分かってくれる。 

  ② 学校が好きだ。 

  ③ 学校に持っていくものを、前日か、その日の朝に確かめる。 

  



 

３ 学習状況調査の結果や分析支援プログラムを活用した授業改善プラン 

(１) すべての教科で調べ・考え・表現する授業の実践 

①  子どもが主体となる学習活動の充実 

    ② 子ども同士の話合いによる課題解決を重視し、根拠に基づいて自分の意見や考えを表現する授業 

 調  べ  

○ 目的に応じて情報を取り出す 

・文章や図表、グラフなどから、正確に情報を取り出す。  

 考  え  

○ 自分の考えをもつ 

・取り出した情報を関連づけたり、比較したりして、そこから分かることを推論する。 

 表  現  

○ 自分の考えを表現する 

・自分の考えを根拠をあげて、言葉や図、式などで表現し、話し合って課題を解決する。 

 

(２) 国語科における学習のプロセス(本校の学習過程)の工夫 

(Ａプロセス) 「確かな理解」が「表現」につながる 

【 筋道を立てる  ：課題を解決する  ：自分の考えを表現する】 

 

                       

          理解      思考・判断   表現 

           ①②       ③④⑤      ⑥ 

 

 (Ｂプロセス) 「表現」することで「思考力」が高まり 「理解」が確かなものになる 

      ①②：学習の基礎となる活動 

       ③：児童の判断や解釈を求める活動 

      ④⑤：ふり返って修正し改善する活動 

       ⑥：児童同士が様々な意見に触れて学び合い高め合う活動 

 

(３) 協調学習(ジグソー法)の取組 

① 「問い」の設定：「みんなが既に知っていることや、今、教科書に沿った資料を読めばわかること」を

３つか４つ、部品として組み合わせて解けるようなものを「問い」として設定する。 

    また、「問い」を解くのに必要な部品を説明する資料の準備をする。 

  ②  エキスパート活動：同じ資料を読み合うグループを作り、その内容や意味合いを話し合い、資料を読

んでいない他の人たちが理解できるよう準備をする。 

 ③  ジグソー活動：違う資料を選んだ人を一人ずつ合わせて新しいグループを作り、担当した資料を互い

に説明し合い、最初の「問い」に答えを出す。 

④  クロストーク：それぞれのジグソーグループで答えと根拠をクラス全体に発表し、互いの答えと根拠

を検討する。 

⑤  まとめ：友だちの考えとの共通点や違いを整理し、自分なりの解決をまとめる。 

 

 

 



４ 家庭学習の手引きを活用した学習習慣の確立 

 
５  成果と課題 

(１) 成果 

                         

 

評 価 の 観 点（ 国 語 ） 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

観点別結果   

埼玉県との比較(Ｈ２３) 

埼玉県との比較(Ｈ２４) 

－４.３ 

－６.４ 

－０.９ 

－０.５ 

－７.５ 

 ３.２ 

－６.４ 

－４.３ 

 ０.７ 

 ０.８ 

※ 昨年度との比較 －２.１  ０.４ １０.７ ２.１   ０.１ 

○  ジグソー法を取り入れることにより、人の話をよく聞き、自分の言葉で表現しようとする意欲が高まり

読みを深めることができた。 

○ ジグソー法を教師が学んだことで、他教科へも応用でき、児童の言語活動の充実につながった。 

○  読み聞かせやジグソー法を取り入れた授業の実践、ことばの時間等の取組により、日本の伝統的な言語

文化に興味をもち、国語好きな児童が育成されている。 

○ 学習規律を身に付け、落ち着いて学習に取り組めるようになった。宿題や家庭学習等、学習習慣も

身に付きつつある。 

(２)  課題 

○  ジグソー法は、各学年の発達段階を考え６年間を見通した指導を明確にしておく必要があり、さら

に細かい資料分析をし、年間計画を見直し改善していく。 

○  エキスパート活動・ジグソー活動では、話し合いを深めるために目的意識をしっかりもたせ、友だ

ちの意見との共通点や違いを十分に交流させる等の工夫をする。 

 


